JCI　プレストレス技術の有効利用に関する研究委員会(TC-073A)

第2回WG1　議事録（案）

1. 日時：2007年10月12日（金）　14:00～17:00

2. 場所：JCI第5会議室

3. 出席者：11名（下線は欠席者）

西山峰広，中塚佶，井上晋，北山和宏，日比野誠，岸本一蔵，濱田譲，大迫一徳，岡本晴彦，岸田慎司，溝口茂，杉本訓祥，竹崎真一，永元直樹，堤忠彦，柳井修司，田島祐之，谷昌典，大野一昭（JCI事務局）

4. 配布資料：

WG1-2-1：第1回全体議事録（案）

WG1-2-2：第1回WG1議事録（案）

WG1-2-3：プレストレストコンクリート構造物の耐久性：建築学会大会（昭和59年）PD

（竹崎委員）

WG1-2-4：PC構造における耐久性を対象とした建築系指針類「PRC指針（プレストレスト鉄筋

コンクリート（III種PC）構造設計・施工指針・同解説：日本建築学会」（杉本委員）

5. 議事内容：

(1) 建築／PC部材の性能評価と限界状態

「部材の耐震性能評価と限界状態」（2007年日本建築学会大会PD資料）について，北山WG1主査より説明があった。

· PC鋼材-グラウト材-シース管-周辺コンクリートという一つの系のなかで付着破壊の界面やそのときの力学特性を正しく評価し，期待した部材性能を発揮させることがこれからは必要である。

· 建築では，変形を正確に把握するために，接合部及び梁からのPC鋼材の抜出しを考慮したモデルがいくつか提案されている。ただし，計算が煩雑で，簡略化が求められる。

· 土木では，基本的には完全付着として考える。橋桁のように一つの部材として用いられることが多いため，PC鋼材の抜出しを考える必要がない。ただし，ポリエチレン（PE）シースの使用機会が増え，付着を考慮する必要が出てきている。

· 土木で使用するグラウトの強度は30MPa程度。強度を上げすぎると充填できない。

(2) 建築／PC構造物における耐久性についての考え方

資料WG1-2-3に基づき，PC構造の耐久性に関し，耐久性を損なう原因，補修方法などについて竹崎委員より説明があった。

· 橋梁などでは，鋼材を交換できるようにする傾向がある。PC鋼材をアンボンドとすることで曲げ耐力が減ることよりも，腐食した鋼材を交換する方が大事。

· 使用環境が厳しい場所では，PEシースを標準化する動きもある。ただし，価格は鉄シースの3倍程度。PEシースの厚さは3〜4mmである。

· 建築ではPCとRCで耐用年数は変えているのか？→あまり変えていないのでは。PCaPCなら耐久性は上がるはず。PC建築の耐用年数が高いことをPRしたいが，まだデータが少ない。

(3) 建築／PC構造における耐久性を対象とした指針

資料WG1-2-4に基づき，建築におけるPC構造の耐久性を対象とした指針（PRC指針）について，杉本委員より説明があった。

· 建築における耐久性の指標はひび割れ幅。ひび割れ幅の算定方法の考え方は土木・建築共に同じ考え方である。

· 土木のPRC造は少ない。和歌山のPRC橋でコンクリート収縮によるひび割れが多数発生。コンクリートの品質管理や配筋が多すぎたことが問題で，設計式の整備が進むまでは，今後PRCは使いにくい状況。
· 土木分野ではPRC 構造におけるクリープの問題を考えているが，建築分野ではどうなのか。

(4) 土木／PCグラウトに関する最近の動向，設計施工指針

PCグラウトに関する諸外国及び日本国内での動向，設計施工指針の作成に関して，濱田WG1幹事より説明があった。

· 設計施工指針の照査指標は，塩化物イオン含有量，残留空気，グラウト強度。

· 土木学会の小委員会において耐久性確保のために，Multi-Layer Protection という複数の防御手段を用いることを要求する新しい考え方を導入しようと画策している。

· 設計施工指針の作成は旧JH主導のため，土木のみで行っている。建築ではそこまで詳細な照査は行っていない。

· 空隙の意味について，土木では密閉・防水されていればよい。建築では付着を考慮するので構造性能への影響を考える（耐久性も含む）。この辺りは，土木と建築の認識の違いか？（リブ部分（上部部分）にグラウトが充填されていないと約95％の充填率になる）

· 空隙率が小さいとグラウトが入らず，空隙率が大きいと空気を巻き込んでシース内に空隙ができてしまう（先流れ現象）。

· グラウト強度に関しては，平面保持が成立する程度という意味で30MPaあればよいが，この数値に特段の根拠があるわけではない。強度についての詳細な検討は行っていないが，既往の実験で特に問題はなかった。

· シース内を真空にしてグラウトを打設する方法は，土木ではすでに多く行われている。ただし，先流れ現象は発生するので，低粘性と真空を組み合わせるか，高粘性のものをゆっくり充填するのがよいのではないか。

(5) 今後の活動内容に関する検討

次回WG1は，2008年1月18日（金）14:00～17:00にJCI会議室にて開催予定。

○土木分野の紹介：

・PCaPC橋脚の設計法・ガイドラインについて

・グラウト施工について（柳井委員）

○建築分野の紹介：

・内容未定（溝口委員）

・研究内容について（田島委員・谷委員）

2008年3月に第2回全体会議を開催予定。

以上　（記録：谷）
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